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～時代に合った公社等運営のために～

経営 人事 公社の
あり 方 公社

等

の
見

直し
を

進 め ま す !

足立区では、効率的な事業運営や多様な区民の皆
さんの要望にこたえるために、文化・スポーツ公社
など13の公社等を設立しました。そして、図書館を
はじめとする区施設の年中無休・夜間開館や施設の
利用受付、地域に根差した福祉サービスの展開など
サービス拡大を図り、多くの区民の皆さんにご利用
いただいています。
しかし、設立から年月が経ち、その目的やサービ
スが時代に合わなくなった等の課題が生じてきまし
た。そのため区では、昨年度から、公社等のあり方
を見直してきました。
このたび、見直しの内容がまとまりましたので、
お知らせします。

元溯江公園　～公園の管理は水と緑の公社が行っています～

公
社
等
の
位
置
付
け

公
社
等
は
、
区
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
な
事
業
等
に
関
し
て
大
忝
な

力
を
発
揮
し
、
現
在
の
区
行
政
に
は
欠

か
せ
な
い
存
晉
竝

つ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
区
か
ら
の
財
政
的
援
助
お
よ
び

人
的
援
助
な
ど
、
区
の
支
煢
な
ぐ
し
て

は
そ
の
活
動
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、

改
革
に
あ
た
っ
て
の
公
社
等
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
童
で
に
'
の
ま
し
た
。

》
公
社
等
は
、
区
y
と
も
に
区
民
サ
ー

ビ
ス
啻
冊
紿
ず
る
主
体
で
あ
り
。
広
い

意
味
で
の
区
行
政
の
一
部
で
す
。

マ
公
社
等
は
、
区
行
政
の
愬
蘰

能
を

持
つ
団
体
で
あ
り
、
公
共
性
を
考
慮
し

な
が
ら
£
)
、
区
が
実
施
す
る
こ
と
が
困

難
な
事
業
な
ど
を
自
主
事
業
と
し
て
展

開
し
て
い
き
l
y
。

マ
公
社
等
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、区

は
必
要
最
小
限
の
助
言
・
指
導
に
と
ど

め
、そ
の
自
主
性
夲
重
ん
じ
奪
y
。効

率
的
・
効
果
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、区
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
た
瘍
梟
忿
膈
し
ホ
y
。

公
社
等
経
営
の
改
革

マ
公
社
等
の
自
主
事
業
に
つ
い
て
は
、

独
立
採
算
を
目
指
し
て
い
さ
尽
y
。

公
社
等
の
事
業
は
、区
か
ら
の
受
託

事
業
、区
の
補
助
事
業
、公
社
独
自
の

自
主
事
業
に
区
分
で
孝
i
T
。こ
の
う

ち
、自
主
事
業
は
公
社
等
が
自
ら
の
判

断
と
責
任
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。独

立
採
算
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ス
ト
縮
減
や
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

の
摸
供
な
ど
に
つ
い
て
、
創
意
工
夫
を

発
揮
し
て
い
忝
豕
y
。

マ
民
間
的
経
営
の
発
想
を
取
り
入
れ
て
、

経
営
方
針
の
徹
底
や
意
思
決
定
の
瘴
理

化
を
図
忝
な
ど
戦
略
的
な
組
織
管
理
を

進
め
嫐
T
。

》
民
間
事
業
者
が
既
に
実
旆
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
ア
ほ
、
公
益
上
の
必
要
性

が
な
い
限
り
実
施
し
な
い
こ
レにと
し
ま

す
。

▽
公
社
人
材
登
録
制
度
の
創
設
や
人

事
・
財
務
の
共
通
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化

な
ど
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
、

公
社
等
全
体
の
組
織
力
を
ア
ッ
プ
し
ま

す
。

ワ
公
社
等
が
行
う
事
業
は
、
公
平
性
の

確
保
か
ら
受
益
者
負
柏
麥
原
則
と
し
、

公
社
資
源
を
社
会
性
・
公
共
性
の
高
い

も
の
に
重
点
的
に
配
分
し
て
い
孝
豕
歹
。

マ
公
社
等
の
人
事
の
活
性
化
を
促
す
た

め
、
積
極
的
に
多
様
な
人
材
を
役
員
お

よ
び
職
員
に
迎
凡
て
い
き
ま
す
。

公
社
等
人
事
の
改
革

ワ
公
社
等
の
固
有
職
員
に
つ
い
て
は
、

そ
の
能
力
開
発
夸
よ
り
I
屬
瑯
め
て
い

き
ま
す
。

》
非
常
動
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知

識
・
経
験
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
か
ら
の
人
缸
吊
も
積
極
的
に
図

つ
て
い
孝
尽
y
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
社

等
へ
の
区
派
遣
職
員
を
削
減
し
、
人
件

費
を
稍
制
に
乖
歹
。

公
社
等
の
統
廃
合

①
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

②
公
社

等
の
現
状

③
将
来
課
題
へ
の
対
応

④
効
率
・
能
率
化
の
4
つ
の
視
占
が
ら
。

一
体
化
の
推
進
、
亊
務
局
の
あ
ひ
方
の

見
直
し
、
機
能
お
よ
び
事
業
の
充
実
を

次
の
ぷ
つ
に
図
っ
て
い
章
ボ
す
。

ワ
あ
い
あ
い
公
社
と
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
1
0年
4
月
に
一
体
化
す
る
。

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
と
教
育
振
興
公
社
お
よ
び
体
育
協
会

は
。
平
成
1
9一
年
4

月
を
目
途
に
再
編
整

備
に
向
け
て
蜍
討

を
行
う
。

マ
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
豕
と
緑
の
公
社

は
、
平
成
1
2
年
4

月
を
目
途
に
総
合
化

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

▽
市
街
地
開
発
㈱
は
、
各
再
開
発
終
了

後
そ
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
。

便
利
で
わ
か
り
や
す
い
公
社
へ

今
、
公
社
等
に
は
、
新
し
い
時
代
の

方
向
性
奮
見
つ
め
な
が
ら
、
限
叭
れ
た

財
源
や
人
的
資
源
夲
罍
天
限
に
活
用
し

て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
多
貸
婆
望
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
弧
れ
て
い
毒
T
。

柔
軟
で
機
能
的
な
人
事
制
度
、
簡
素
で

効
率
的
な
公
社
経
営
、
阿
よ
ひ
便
利
で

わ
か
ひ
や
す
い
公
社
等
へ
の
変
革
を
目

指
髟
手

。

区
民
の
皆
さ
ん
の
'
鋤
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

足立区の公社等
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
/

足
立
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
/
足
立
区
土
地
開
発
公
社
/

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
/

足
立
市
街
地
開
発
㈱
/

足
立
区
婁

弓

く
り

公
社
/

足
立
区
国
際
親
善
協
会
/

足
立
区
体
育

協
会
/

足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
/

足
立
あ
い
あ
い
公
社
/

足
立
区
水
と
緑
の
公

社
/

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
/
足
立
区

教
育
振
興
公
社

(設
立
順
)

公社等の見直しに関するお問い合わせは

企画課へ　　3880- 5111( 代)

9
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
9人
が
受
章

9
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ

、
区
関
係
で
1
9
人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
じ

た

。
こ
れ

に
伴

い
、
区

で
は
1
2
月
9
日

に
叙

勲
・
褒
章
の
受
章
者
を
稻

き
、
永
年

に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し

感

謝
し

、
祝
伊
¥

じ

た
。

今
回
の
受
章
岩
ほ

、
次
の
方
々
で

す
(

敬
称
胯

。

□
叙
勲
受
章
者

マ
勲
三
等
旭
日

中
綬
章
…
竹
内
褥

(
7
0歳
)

マ
勲
三
等
瑞
宝
章
・・
古

性
直
(
7
5
歳
)

▽
勲
四
等
旭
日
小
綬

章
・・・
近
藤
卯
一
(
7
0
歳
)

・
春
田
英

二
(
7
3
歳
)

マ
勲
四
等
瑞
宝
章
…

會
田
武
平
(
7
0
歳
)
・
小
野
寺
金
一
(
7
0

樵
▽
勲
五
等
双
聳
馗
日
章
・
・
・
服
部

一
彌
笥
歳
)
▽
勲
五
等
瑞
宝
章
・
=

中
村
伊
三
郎
n
歳
)
・
吉
川
一
雄
(
7
9

歳
)
▽
勲
六
等
巒
t
馗
日
章
・
:
滝
田

安
男
(
7
4歳
)
・
横
田
廣
一
(
7
1歳
)

マ
勲
六
等
瑞
宝
章・・・加
藤
龍
男
(
6
5

歳
)
・
砂
川
金
司
(
8
0歳
)

▽
勲
七

等
青
伍
櫚
葉
章
・
:稲
垣
恵
三
(
6
8歳
ご

海
野
經
治
(
7
0歳
)
・
鈴
木
末
芳
(
7
4

歳
)
・
田
中
茂
夫
(
7
4歳
)

□
褒
章
受
章
者

▽
黄
綬
褒
章
…
金
杉
武
次
郎
(
7
9歳
)
・

宮
崎
一
男
(
5
9歳
)

《
総
務
課
》

今号の主な内容

2
・
3
面
ワ
年
末
年
始
の
業
務
案
内
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
/
学
童
保
育
室
入
室
児
童
募
集
/
ひ
ろ
ば

4
・
5
面
マ
給
与
の
公
表
/
特
別
区
制
度
改
革
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

6
・
7
面
マ
休
日
納
税
・
納
付
相
談
/
職
員
等
募
集
/
健
康
ガ
レ
ン

ダ
ー
/
上
総
湊
健
康
室
圜
入
園
説
明
会
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
情
報

◎ あ だち広 報の12月25日号と1 月5 日 号は休刊しま す。1 月は 、1 日( エクスプレ ス号) ・15日 ・25日に 発行し ます
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年末年始に必要な手続きはお早めに

年末年始の業務案内
表の× 印は休業です

※ 1…コミュニティ文化・スポーツ公社は、この間、総合受付( 保養所等) も休みます。なお、毎月1 日の施設利用抽選
会は、1 月に限り5 日に行います

※ 2…勤労福祉会館の3 月分施設利用抽選会は、1 月5 日に行います

清
掃
作
業

▽
可
燃
・
不
燃
ご
み
は
、
年
末
は
1
2
月

習
茵
ま
で
、
年
始
は
L
月
5
日
㈲
か

ら
収
集
し
求
y
。

▽
沓
源
(
紙
、
ビ
ン
、
缶
)
は
、
年
末

は
1
2月
2
8日
U

、
第
1
・
―
木
曜
日
の

地
区
ま
で
回
収
し
ま
す
。
年
始
は
1
月
5

日
側
か
ら
収
集
し
l
y

。

I

集
積
所
の
ビ
X
　

き
い
。
年
末
年
始
は

怛
L

ぷ
紊
の
で
、
当
り
は
午
前
&
時
3
0
　
　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ば
H

1

行
い
廖
y

‘
|

―
'

▽
粗
大
ご
み
は
、
年
末
は
誓
研
甘
出
、

第
t
土
曜
日
の
地
区
ま
で
収
枦
¥
ヂ
。

年
始
は
、
1
月
5
日
囲
か
ら
収
集
し
ま

す
。

※
乖
(
ご
み
は
、
耜
天
ご
み
受

付
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
ぐ
だ
さ
い
?
5
2
9
6
)
7
0
0
0

y
綟
は
、
年
末
は
1
2
月
智
詬
ま
で
、

年
始
は
1
日
ぢ
日
囲
か
ら
収
集
し
豕
冤

早
く
た
ま
る
ご
家
庭
は
W

公
日
出
ま

で
に
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
-

問
先
=
足
立
東
濟
掃
事
務
所

`
一
一
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

゛
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

『
1
-
y「
-
　
　

車の
軍

李
y
。
危
険
物
　
　

、
中
身
り
(

眉

乙
　
'

‘い
で
ぐ
だ
さい

休日 診療所一覧

休 日 診 療 所
12 月29 日 から1 月3 日 まて河木

日ag 写・刀( 上表) を 開 設し ます 。
なお、日曜日、祝日も開設し て
います。

救急病院のご案内
a 消防庁災客救急愽報センタ ー113212- 2323

夜間・休日診療機関等のご案内
r >東京枷 蚰1医 療彌報センタ ー

- 5 死聚が・9ひまわり)
115272 ―0303

※ 食中毒、伝染祠発生等の緊急
の場合は、31ひ46 保僻阿帶髀囎
センターにご連絡ください

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
● 各施設利用案内　3 ・4 月利用分

※ 公社施設ですでに購 入済みの宿泊施設 抽選申し込みカード( 専用ハガ キ) には「鋸南自然の 家」の表示のないものがありますが、施設名欄に「鋸南自 然の 家」と記入してご使用ください。

利用申 込は2 人以上。1 グ ループ、ハガキ1 通でお 願いします。

「那須・森の冢」へは直 通バスも 運行しています。 公社窓口へお問 い合わせくださ い。

3
・
4
月
分
の

利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
　

(
左
下
表
)
で
辱
ほ
付
け
嫐
y
。

申
込
H
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す

る
甲
込
(
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

T
グ
ル
ー
プ
L
枚
に
限
n
乖
夏

期
間
日
1
月
5
日
よ

…一日
必
着
(
抽
選

結
果
を
1
月
下
旬
に
郵
送
し
嫐
Σ

受
付
止
迢
者
は
、2
月
p
一
日
ま
で
に

各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
(
こ
の
期
間
夲
遇
謇
夕
羊
ヤ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ホ
y
)

空
き
室
の
利
用

□
3
・
4
月
分

抽
選
浚
の
2
き
呈
の
申
に
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
1
金
曜
日
(
今
回
は
1
月
1
3

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
匳
接
受

け
付
け
て
い
ホ
T
。

□
1
2・
1
・
2
月
分

随
時
、
申
し
込
み
奮
冥
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、a
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
田
于
塑
審

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
鷺
愨
苳
A
M
-

ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
2

ヂ
(

申

し
込
み
は
利
用
日
の
1
日
前
ま
で
で

す
)

● コミュニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間=( 1) ～( 20) は午前9時～午後8時、( 21) は午前l 0時～午後6時( 毎週月曜日休館) 、( 22) は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)

◎ エク スプレ ス3 月号「読 者のページ 」投稿 募集　テ ーマ… 「春」　 春は卒業・入 学・就職等 、筋目の 季節で す。春から 思うこ とを400 字程 度でお 聞 かせ
ください。 選考のう え掲 載し ます。 住所、氏 名、年齢 、職業、電 話番号を 記入し 、1 月9 日までに 郵送ま たはフ ァ ック スで。　申 ・問 先= 広 報課
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冬
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

撤
去
料
は
2
千
円
で
す

「
盂

に
く
ら
い
な
ら
・
:
」
と
河
気
な
く

置
い
た
自
転
車
が
歩
行
者
の
鳶
管

た

っ
て
い
ホ

歹
。

区
で
は
、駅
周
辺
の
お
お
馼
猫
m

以
内
豪
目
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
李
y
。̀
正
区
域
内
の
雅
量
自

転
車
は
撤
去
し
て
、自
転
車
移
送
所
に

運
び
保
管
し
豕
y
。引
き
取
口
の
際
は

撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
求
す
。

撤
去
後
l

ヵ
月
鶯

嚮

る

と
机
芬
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

冬
休

み
な

ど
の
学
校
が
休
み
の
期
間

は
学
生
・
生
徒
の
自
転
車
の
放
置
が
目

立
ち
ま
す
。
駅
に
近
い
方
は
で
膏
る
だ

け
歩
瘴
汞
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
は

決
め
ら
れ
た
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い

。

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
放
置
が
増
え

て
い
ま
す
。
盗
去

‥だ
時
は
す
ぐ
に
響

察
に
盗
難
届
を
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
自

転
車
に
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
、
住

所
と
名
前
を
記
入
し
、
鍵
は
二
重
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

問
先
日
自
転
車
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

素案 意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

(
仮
称
)
足
立
区
豊
か
な

環
境
を
つ
く
る
条
例

(足
立
区
環
境
基
本
条
例
)

現
在
お
よ
び
将
来
の
区
民
の
健
康
・

安
全
・
快
潸
笛
宿
環
境
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、地
球
環
境
を
守
り
、回
復

し
、よ
り
駄
か
に
す
る
た
め
の
条
例
の

素
案
が
I
も
な
ぐ
で
き
あ
が
ひ
嫐
y
。

こ
れ
は
1
0月
に
発
表
し
ま
し
た
中
間
報

告
に
、
事
業
者
や
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
β
れ
た
i

寛
の
趣
旨
夲
整
理
し
、

盛
り
込
ん
で
袤
こ
め
る
も
の
で
す
。こ

の
素
案
は
、
環
境
頡
・
各
区
民
嘉
島
所

お
よ
び
北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
1
2

月
2
2日
か
ら
配
布
し
康
司

□
条
例
素
案
に
ご
意
見
を

こ
の
条
例
素
案
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
闃
か
せ
ぐ
だ
さ
い
。

期
限
H
1

月
8
日
必
着

□
意
見
交
換
会
の
開
催

日
時
日
1
月
8
日
團
、
第
1
回
・
小
後

1
時
～
t
時
/
第
2
回
・
:
午
後
6
時
3
0

分
～
&
時
3
0分

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ

-

い
ず
れ
も
-

申
・
問
先
日
環
境
課
調
輅
葆

〒
圀
中

央
本
町
1
-
1
7
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

F
Aχ
(
3
8
8
0
)
5
6
1
5

足
立
区
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
龠
ぽ
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
夲
攪
定
す
る
た

め
、
毎
年
1
月
1
日
を
猛
摩
と
し
て
、

選
苧
(
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
書
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
登
載
申
請
書
は

り一
月
荅
き
ろ
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
泌
卩
¥

ヂ

。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
湎
信
用

封
筒
で
期
限
内
に
必
す
逡

送
ぐ
だ
さ

い
。

期
限
日
1
月
1
0日
必
着

問
先

卜
農
業
委
員
会

合
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

気を
つ けて! ! 『台所の換気扇や流しの掃除、

1, 000円で引き受けます』
消 費 生 活 相 談 事 例 か ら

師走になると何 かに追われるようなあわただしさを感じ 、
落ち着かない気持ちになり ます。でも、こんな季節は特にご

用心。あなたの心のすきを悪質商法が狙っています。

□
事
例
紹
介

『
台
所
の
換
気
扇
や
流
し
の
掃
除
を

、

千
円
で
引
き
受
け
ま
す
』

「
業
者
か
ら
'
」ん
な
電
話
が
あ
っ
た

の
で
頼
ん
だ
ら

、
翌
日

、
男
性
冫

人

が
来
て
掃
除
を
し
た
後
、
掃
除
に
使

っ
た
機
械
を
見
せ
な
が
ら

『
蒸
気
で

油
汚
れ
壹

洛
と
す
新
し
い
方
式
の
外

国
製
掃
除
機
で

、
こ
れ
奎

咢
ほ

ど

ん
な
汚
れ
も
落
ち
る

』
な
ご
と
言
葉

た
ぐ
み
に
勳
め
叭

れ
、
ど
ら
じ

て
も

断
り
き

れ
ず
剞
芳

円
で
買
わ
さ

れ

た
」
と
い
う
相
談
が
あ
り
豕
レ
た

。

暮
れ
の
大
掃
除
は
大
麌
な
の
で

。

「
低
料
金
で
掃
除
の
サ
ー
ビ
ス
を
し

ま
す

」
「
申
し
込
み
は
今
日
ま
で
で

す

」
と
雛

髫
父

と

つ
い
頼
み
た
ぐ

な
n
l

于
か

、
悪
質
な
業
者
に
と
っ

て
は
そ
こ
が
狙
い
目
な
の
で
哭

こ
の
事
例
で
は

、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
に
よ
り
全
面
解
約
と
な
り
ま

」
だ
が
、
目
的
で
あ
る
「
高
額
な
掃

除
機
を
売
り
つ
け
る
」
こ
と
を
嶇
し
、

連
絡
先
も
教
え
な
い
で
訪
問
販
売
を

す
る
業
者
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

□
「
も
う
か
る
・
や
す
い
・
た
だ
」

こ
ん
な
言
葉
の
裏
に
は
危
険
な
ワ
ナ

が
い
っ
ぱ
い
-

う
求
壽
る
話
や
、
強
引
一

瓢
誘

で
契
約
さ
せ
た
り
、
支
払
い
を
急
が

せ
る
業
者
は
要
注
意
で
T
。
契
約
は

慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
痲
す

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

支
払
い
膏
て
ず
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生

活
に
係
わ
る
様
々
な
問
題
に
専
門
の

知
識
と
資
格
膏
苻
つ
消
費
生
活
相
談

員
が
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
奮
灯
つ
て

い
零
y
。
問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ

ー

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
　
z

皆
肘
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
水
川
神
社

(舎
人
5
-
2
1
-
S
/
3
0
区
画
/
出

唐
料
千
円
/
電
話
/
西
門
寺
・
島
崎

さ
(
3
8
9
9
)
5
2
0
8

▽
1
月
1
8
日
冊
、午
前
H
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
1
月
2
5
E
/し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
/
7
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
出
店
物
卮
明
記
し
〒
1
2
0
西
綾
瀬

郵
便
局
留

水
野
(
1
9一月
3
1日
必
着
)
/

斉
藤

豐
(
3
8
4
0
)
8
8
5
3

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
豪
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

☆
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会
「
ポ
コ
ニ

ャ
ン
」「
天
才
え
り
ち
ゃ
ん
金
魚
を
食

べ
た
」　
1
月
5
日
卯
・
6
日
㈹
、
午

前
1
0時
・
正
午
・
午
後
1
時
の
I
回
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
/
8
0
0円(
―
歳
以
上
)
/
荒
井

`
‘
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
作
品
展
「障
害
者
の
喜
び
(
五
人

展
)
」　
1
月
8
日
～
1
4
日
、午
剪
‥
‥
一

時
～
午
後
7
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

峯
?
3
8
5
2
)
0
6
2
4

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
　
1
月

A
月
の
第
1
・
第
t
木
曜
日
の
a
回
、

午
後
6
時
3
0分
I
8
時
3
0分
/
千
寿
第

三
小
学
校
/
1
6歳
以
上
の
区
民
、
初
心

者
歓
迎
/
洲
円
(
全
回
分
)
/
足
立
区

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

豐
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
　
▽
1
月
1
6日
窗

「
女
性
同
志
の
友
芦

マ
2
月
2
0日

窗
「
夫
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
/
大
谷

田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
清
水
?
3
6
2
8
)
4
3
2
8

=
募
集
=

☆
話
し
方
サ
ー
ク
ル
(
ニ
コ
ニ
コ
・
ハ

ウ
ス
)
　
毎
週
土
曜
日
、
午
後
冫
時
～
8

時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
月
額
劉
円
/

矢
島

魯
(
5
6
9
7
)
5
1
6
7

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
3
)

前
回
に
続
い
て
、
天
保
の
改
革
の
際

の
岡
山
藩
で
の
「
渋
染
一
揆
」
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

安
政
3
年
(
1
8
5
6
年
)
岡
山
藩

5
3
力
村
全
部
の
部
落
は
、
藩
の
厳
し
い

命
令
に
立
ち
上
が
り
F
処
。
数
千
人

の
集
団
は
、
家
老
に
強
訴
す
る
た
め
、

隊
を
姙
ん
で
進
ん
で
い
`
菫
し
た
。
鴈

で
は
、
役
人
や
武
士
が
鉄
砲
痂
痔
ち
出

し
て
、
そ
の
一
揆
を
取
ひ
し
ず
め
ぶ
つ

と
し
次
し
た
が
、
一
揆
は
そ
れ
夲
ほ
ね

の
け
て
、
撤
回
を
訴
え
声
}
た
。

そ
の
時
の
部
落
の
要
求
は
、「わ
れ

わ
れ
当
国
の
者
は
、
農
業
第
一
に
励
み
、

年
貢
も
袰
兄

と
納
め
て
い
る
の
に
晨

民
た
ち
と
は
異
な
っ
た
差
別
奪
旨
む

る
の
は
侵
害
の
至
り
で
あ
る
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

藩
で
は
、
こ
の
要
求
を
協
議
し
た
結

果
、
結
局
、
黙
認
せ
夸
鼻
え
な
い
こ

と
に
な
ひ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
揆
に
対
す
る
処
罰
は
厳

し
く
、
1
2人
の
指
導
者
が
枌
獄
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
の
渋
染
一
揆
9

親
は
の

ち
の
水
平
運
動
に
も
受
け
継
が
れ
、
大

正
1
2年
(
1
9
2
3

年
)
岡
山
県
水
平

杠
結
成
に
際
し
、
大
忝
な
役
割
奮
耒
た

し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
同
和
対
策
担
当
へ

学
童
保
育
室

1
0年
度
4
月
入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
H
働
い
て
い
た
り
、
長
期
の

病
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終
了
後
の
子

ど
も
の
面
倒
痴
み
る
こ
と
が
で
忝
な
い

方

入
室
対
象
卜
4
月
か
ら
小
学
1
年
A

年
生
に
な
る
子
ど
石

定
員
H
各

保
育
室
4
0人
(
一
部
定
員
の
異
な
る
保

育
室
が
あ
n
ま
す
)

費
用
卜
月
額
3

千
9
0
0円

申
込
H
申
請
書
、
家
庭
状
況

票
、
動
務
証
明
書
等
を
希
單
y
る
保
育

室
に
提
出
。
書
類
は
1
2
月
1
5
日
か
ら
各

保
育
室
で
配
布
し
零
y
※
現
在
在
籍

中
で
継
続
し
y
(
室
を
希
望
掌
誕
答

も
同
じ
手
続
き
が
必
要
で
す

申
込
期

間
卜
1
月
6
日
～
2
0
R
申
先
日
左
表

問
先
卜
学
童
保
育
係
ま
た
は
指
導
相
談

係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

学童保育室一覧

注1) 東和住区センター分室の申請は、東和住区センターへ

◎ ビデオ広報「NEWS スケッチあだちNo. 40」完成　区内のイベントやまちの話題等を紹介する「NEWS スケッチあだち」。今回は秋に行われたイベント等
を紹介しています。ぜひご覧ください。　貸出場所= 区政情報室、区内各図書館　問先= 広報課映像担当　　3880- 5111(代)
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職員の給与等を
公表します

繼員 の 祐 与 等 の 実 態 を 区 民 の皆 さ ん『こご 理 解 い た だ く た め 、 次 のと おり 公 表 し ま す 。

皿 異 の 給 与 は 、 地 方 公 務 員 法『こよ り 、一 般 堂 痙 の 生 計 費 、S や 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職
員 の 給与 、民 間 企 業 の 従 集 員 の 給与 、 そ の 他 の 事 情 を 考 慮 し て定 めら れ る こ と に な っ て

い ま す。
こ の皿 旨 に 基 づ い て 、23 区 共向 で 設 置し て い る 特 別 区 人 事 委 員 会 が 、 由 年 、 特 別 区 内

の 民 間 企 業 従 業 員 の 給 与 実 態 を 調 査し 、こ れ と 職 員 給 与 を 比 較し 、さ ら に 生 計 費 や 国 、
他 の 地 方 公 共 団 体 の 給 与 な ど も 考 慮し て 、 勧 告 を 行 っ て い ま す 。

廠 員 の 給 与1ま、こ の 勧 告 に 基 づ き 、区 議 会の 審 議を 経 て 、「 職 員 の 給 与 に 闘 す る 条 例 」
で 定 めら れ て い ま す 。 問 先= 給 与 係 萱3880- 5111 ㈹

定数 の 状況
( 1) 部門別 職員数の 状況 ( 各 年4 月1 日 現在)

( 2) 平成9 年 職員数の 増減状 況 特 別 職の 報 酬等 の 状況 ( 9 年4月1日 現 在)

職 員1 人 当 た り の サ ー ビ ス 人 口〈 人 口/ 職 員 〉 ( 8 年1 月1 日 現 在)

足 立 区14182 人23 区 平均106. 08 人

23区 の 中 で は 、 人 口 当 り の 職 貝 敷は 最 も 少 な い も

の で す 。 区 で は 人 件 費 を 極力 抑 えて 、 限 ら れ た 財 源

を 徭 祉 施 策 な ど 又 屋 の 皆 さ ん から の 行 欧 需 要 に 応 え

る た め 、 効 率 的 運 営 に 男 め て い ます 。

職員 の 勤 務条 件 等

職 貝の 勤 筋時 間 は 、原 則 とし て週 休2 日制 に

よ り 週40B9I問で 、 土鑼 ・ 日 曜日 が 休 みで す( 保

彎 圜 や図 書 館な ど 、 土限 ・ 日曜 日に 閲 庁し て い

る 職 場は 、 別の 日 に 休み を 定め てい ます) 。

1 年間 に20日 の 有 給休 暇 のほ か 、 慶弔 休暇 、

妊 娠 ・出 産 休暇 、 齊 児休 業を 設 け ると とも に 研

修 、 厚生 計 画制 度 など を 爽 施し てい ます 。

普 通 会計 の 歳出 額 に占 め る 人件 費 率お よ び 職員 給 率の 推 移

職員 手当 の 状 況 ( 9 年4 月1 日 現在)

專退 職手 当 の1人 当た り 平均 支 給康 は、前 年度 に 遇職 し た全 職種 に 係る 職 員に 支給 さ れた 平均 額 です

( 9 年4 月1 日 現在)

人 件 費 の状 況 ( 8 年 度普 通 会計 決 算)

職員 給 与費 の 状況 ( 9 年 度普 通会 計 予算)

* 給 与費 は 、当 初予 算 に計 上さ れた額 で す

奉「 職R 手 当」 のう ち 主な もの は 、扶 養手 当 、翼 讎 手 当、 通勤 手 当、 住居 手 当な ど で、 退職 手 当は 含ま れ てい ま せん

職 員 の 平均 給 料 月額 、平 均 給 与月 額 、お よ び平 均 年 齢の 状 況 ( 9 年4 月1 日 現在)

搴一 般行 政 轍と は、 一 般事 務、 土 木技 術、 保 母等 の 職l で す。 技 能労 務職 と は、自 勾 皿 運 転、 一般 作 東、 給 食 脾理 辱

の 糞 員で す 、

寧平 均給 科月 額 は、 本 給の みの 甲 均月 額 で す。 平 均 給与 月額 は 、 給科 に扶 養手 当、 調 整 手当 、 過勤 手 当な ど の 諸手 当

を 含 んだ 甲勾 月 額で す

職 員 の初 任 給の 状 況 ( 9 年4 月1 日現 在)

職 員 の 経験 年数 別 ・ 学歴 別 平均 給 料 月額 の状 況 ( 9 年4月1日現在)

李経 験年 数と は、 卒 樂 後崖 ちに 採 用さ れ引 き 続き 勤務 し てい る 場合 は、 採 用後 の年 敗を い い ます

嚀技 能労 務唏 のう ち 経験 年 数15年 に該 当 する 皿員 は、 い ませ ん

一 般 行政 職の 級 別 職員 数 の 状況 ( 9 年4 月1 日 現 在)

* 足立 区の 略 与 条例|こ棊 づく 給 料衣 の 細区 分に よる 霖 員 取で す

参禅準 的な 霞 務内 容 とは 、そ れ ぞれ の岨 に 該当 する 代 表的 な 皿務 で す

昇 給 期間 短縮 の 状況
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司
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特
別
区
制
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改
革
の

3
つ
の
柱
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の
性
柵
を
「
基
礎
的
自
湮
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に

改
め
ま
す

特
別
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は
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冫
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附
と
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じ

仕
事
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し
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家
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掃

事
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男
戸
の
仕
事
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都
市
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一
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雰
t
保
つ
た
め
に
東
京
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が
行
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て
い
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叨
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独
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。
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仕
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參
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叨
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什
搴
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仕
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猛
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、
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収
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仕
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縊
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区 が 行 う 仕 事　 その( 1) 　 地方教 育行政の
組織及び 運営に関 する 法律 第59条の事 務

禾
悉
蘓
芝
ナ
供
の

教
育
。子
供
の
数
が
減

少
し
て
い
る
現
在
、
そ

の
教
育
の
貝
の
高
さ
に

期
待
感
が
本
T
豕
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高

ま
っ
て
い
家
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区
の

教
育
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、
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ひ
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学
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た
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、
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鼕
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じ

て
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末
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。
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去
7
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っ
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、
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で
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て
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に
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茗
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こ
の
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膏
の
現

場
に
、
区
の
独
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さむ～い北風も
焼きイモで

ほ ッ か ほか

H
月
1
6
日
面
、
西
新
井
栄
町
に
夸
`

牛
込
'
兄
の
森
で
誓
早
モ
大
会
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開

か
れ
`
C
だ
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t
罟
貨
じ
た
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と
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な
い
孑
叺
た
ち
か
多
く
'
@
め
て
の

体
験
に
お
お
は
し
ゃ
呪
出
来
卜
が
っ

た
填
苟
冫
ほ
、
番
加
し
た
子
供
た
ち

に
配
ら
れ
ま
し
た
。
木
枯
ら
し
が
吹
く
、

寒
い
り
刄
窗
イ
モ
が
の
れ
ば
、
ほ
ツ

か
ほ
か
で
y
。
焚
孝
″
(
の
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、
火
の

蚫

謌

惹

れ
ず
に
・・・

柳
原
に
大
怪
獣
出
現
!

H
月
4

日
、
大

怪
猷
が
柳
原
小
学
校

体
育
館
を
占
拠
?

写
再

ほ
、
罕
供

た
ち

の

瑟
体
感
謇

簒

珊

冫
こ
図
工
の

先
生

の

提
案
で
、
全
校
生
徙
叩
〔
が
刀
X

〕

わ
奠
椎
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。
名
前
も
孟
`
た
ち
の
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辱
「
ユ
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」
と
決
馬
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域
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皆
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蠹
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を
集
め
、
製
作

期
間
L
カ
月
の
労
9
1
耋
。
柳
原
の
町

膏
尋
忝
ぶ
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へ
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か
っ
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ほ
え
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ユ
メ
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は
、
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力
満
点
で
今
に
も
勣

賣
田
」
そ
う
`
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。

プ
ロ
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で
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演
!

小
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1
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/
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か
れ
る

毎
年
秋
、
泌
璽
の
文
化
活
動
の
燮
-

的
発
表
の
耨
と
し
て
連
合
学
芸
会
奮
″

つ
て
い
宋
す
。
今
年
は
、
酉
新
井
文
化

ホ
ー
ル
に
舎
人
小
学
校
ほ
か
区
内
1
6扠

が
参
加
。子
餤
た
ち
の
熱
演
に
会
場
は

扇
動
の
拍
手
刄
暝
り
れ
黔
に逅
。
劇
作

雹
の
北
島
先
生
の
講
評
、『今
日
は
み

ん
な
か
I
番
j

と
の
お
茆
し
に
沸
く
、

孑
我
た
ち
の
笑
頤
が
印
象
的
で
レ
弓

中
学
校
2
校
に
地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
!

ぜ
ひ
見
に
来
て
ネ

蒲
原
中
学
校
″
爾
十
中
学
校
で
は
。

住
区
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
食
`
て
地
域

の
人
た
ち
の
絵
画
、
・
S
、
陶
芸
な
y
老

屓
示
し
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー

蓄

跛

。
芸
術

作
品
奮
裲
y

地

孥
と
学
校

と
の
交
厖

妛
図

り
、
迄

懦
も
教
師
も
地
域
哭

も

『
こ

黯

昿

の
学
校
だ
』
と
い
う
ぷ
つ

な
学
校
に
し
た
い
と
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の

。
買
い
物
{
M
逅

課

泛

で
も

、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
(

学
校

の

授
業
の

な
い
日

は
休
郡

。

S
蒲
原
中
学
校
(
L
階
)

賢
腎
覃
症
の
作
贔
苳
晨
示
し
て
い

毒
y
。地
域
の
人
た
ち
の
作
品
展
示
は

I
f
}月

、
匐

气
H

月
と
す
で
に
3

同一

数
え
、次
回
以
降
は
2
月
冫
a
月
奮
y

定
し
て
い
零
y
g

豐
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3
6
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・

第
十
中
学

校
(
F

巒

「
一
人
ひ

と
り
が
認
め

ら

れ

る

塲

を
」
と
ス
ク

ー
ル

ギ
ャ
ラ

リ
ー
構
想
を

展
開
中
で

、

S
下
や
階
段
に
急
症
{
莠
作
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。

酋
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本庁舎へのお問い 合わせは … …

3880- 5111( 代)
本庁舎 以外 へのお問 い合 わせ は

それぞ れの 電話 番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

(親
)・
(乳
)医
療
費
助
成
制
度

□
(親
)医
療
証
を
送
り
ま
す

留
辰

証
受
給
者
で
現
況
届
か
提
出

さ
れ
て
い
る
万
に
、
1
月
―
日
か
ら
使

用
す
ゑ
農
療
証
を
1
2月
1
9日
に
発
送
k

乖

。
応
鏡
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
は
、
至
急
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
り

所
得
が
基
準
を
詔
え
資
格
消
滅
す
る
方

に
は
、
1
月
初
旬
に
通
知
を
遐
胥
じ

求
す
。
ま
た
、
9
年
に
は
所
得
の
基
準

を
超
え
て
い
た
方
で
、
1
0年
は
該
当
す

ゑ

望
急
申
請
U
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
(乳
)医
療
証
の
郵
送
申
請

恥
医
療
証
を
新
現
に
申
請
す
る
方
に

は
L
月
か
ら
郵
送
に
よ
る
申
請
も
畧
け

付
け
零
y
。
希
望
莨
芳
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
-

問
先
卜
児
童
医
療
係

ね
た
き
り
高
齢
者
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

高
齢
者
福
祉
手
当
を
尋
ほ
て
い
る
、

在
宅
で
ね
た
き
り
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
、
年
1
0回
の
寝

具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ホ
y
。申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
　

(表
土

表1　 福 祉 事 務所一 覧

老
人
医
療
証
の
更
新

参
人
医
療
証
が
冫
月
l
吁
で
切
n
龠

わ
n
乖
y
。1
月
下
旬
に
、現
在
孝
入

医
療
苳
簒
釼
ち
の
方
全
員
に
、
新
し

い
医
療
証
奮
曷
F
¥
チ

。
皆
さ
ん
に

手
続
き
を
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
ほ
何

も
あ
n
ま
せ
ん
。1
月
い
っ
ぱ
い
は
、

今
お
持
ち
の
医
療
証
夲
お
使
い
く
だ
さ

い
。

問
先
日
医
療
助
成
係

個
人
事
業
主
の
方
へ

9
年
度
第
4
回
　
足
立
区
生
業
資
金

対
象
H
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
骸
な
個
人
事
業
主
の

方
刄

こ
の
融
譽
蓴
吁
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
会

‥
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
奮
駻
安
方
・・・区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
犇

耻
立
て
る
住
民

登
攀
こ
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
孤
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
よ

い
る

貸
付
額
H
卜
丗
一帯
同
万
円
以
内

(予
定
利
率
0
.
9气

据
置
期
間
中
は
無

利
子
)

返
済
方
法
日
6
ヵ
月
据
置
後

6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込
日
申
込
書

を
窓
口
に
持
参
。用
紙
は
区
民
事
務
所
　

(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、

福
祉
高
務
所
、勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
n
汞
y
。
用
紙
交
付
は

1
2
月
1
8
吁
か
ら
受
付
期
間
卜
1
月
5

日
1
1
6
日
※
次
回
の
芦
じ
付
け
(
1
0

年
度
第
L
回
)
は
4
月
中
旬
に
受
け
付

け
を
予
定
し
て
い
康
y
。
そ
の
他
、
応

急
小
口
資
金
、
高
額
療
養
資
金
等
の
各

種
貸
に
苻
け
は
常
時
鷽
け
付
け
て
い
ま

す

申
・
問
先
卜
貸
付
係

年

金

国
民
年
金
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
年
金
加
入

者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
保
険
料
の
収
納

を
ほ
じ
め
各
種
届
書
の
思
料
け
な
ど

年
金
相
談
を
行
う
非
常
勤
職
員
で
す
。

応
募
資
格
卜
区
内
在
住
の
3
0歳
以
上
5
9

歳
ま
で
の
方
(
土
・
日
曜
日
、
夜
間
動

務
可
觴
な
方
)

勤
務
条
件
卜
1
ヵ
月

に
1
8
B間
動
務

募
集
人
員
=
若
干
名

採
用
予
定
日
1
0
年
5
月
1
日
報
酬
卜

基
本
給
十
能
率
給
。
平
均
月
額
1
7
万
2

千
円
前
後
(
過
去
1
年
の
実
績
)
申

込
H
自
筆
履
歴
香
(
写
真
を
張
る
こ

と
)
と
作
文
「
私
と
年
金
」
(
幽
f
程

度
ご
屬
罠
年
金
課
ま
で
持
参
※
書

類
審
杳
暖
面
接
受
付
い
求
y
期
限
卜

2
月
2
0日

申
・
問
先
卜
推
進
係

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
石
よ
つ
と
k

嶷

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
相
当
者
が
答
え
毒
す
。

日
時
卜
1
月
7
日
團
、
午
前
1
0時
～
午

後
1
時
叩
分

場
所
卜
国
民
年
金
屎
前

(区
役
所
北
館
2
階
)

問
先
卜
推
連

係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
厚
生
年
金
の
年
金
額
な
と
の
具
体
的

な
相
諌
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

▽
足
立
襲
屎
険
事
務
所

昔
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1
/
月
I

金
曜
日
の
午
前
9
時～
正
午
、
午
後
1

時
I
t
時
3
0
分
の
間

ね ん き ん

出張相談

日
程
卜
表
2

内
容
H
国
民
年
金
の
し

く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
舎

人
セ
ン
タ

存
い
宋
す

問
先
卜
推

進
係

表2　 ね んき ん 出 張相 談日 程

夜 間 開 設

国

保

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
炊
稟
の
方
が

倒
産
ふ
蔗
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
一
時
的
に
恚
菌

難

と
な
り
、
資
産
・
能
力
の
活
用
を
図
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
支
払
い

が
で
忝
竃
ぐ
な
っ
た
覺
ほ
、
亊
情
に

よ
ひ
保
険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
(
6
ヵ
月
を
限
度
)
。
た
だ
し
、

通
常
の
失
業
・
退
職
に
よ
る
収
入
滅
な

ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申
請
す
久
芳
は
、

電
駟
な
ど
で
事
前
に
'
箱
談
く
だ
さ
い
。

な
お
減
免
で
膏
る
の
は
、
申
請
月
以
降

の
保
険
料
で
す
。

問
先
日
資
格
賦
課

係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り

が
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
で
ほ
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
医
療
に
つ
い
て
も
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
通
知
を
お
送
り
し
て
い
李
y
。
今
回

は
、
9
月
に
診
罌
籌
ひ
た
方
に
、
そ

の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を

1
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医

療
費
が
1
千
円
以
下
の
場
合
や
医
療
機

関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。
こ

の
通
知
は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特

に
手
続
き
は
不
要
で
す
。
な
お
、
今
年

度
か
ら
柔
道
整
復
師
(
接
骨
師
)
の
受

診
分
も
お
知
ら
せ
し
朿
す
。

問
先
卜

保
険
給
付
係

区
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料

休
日
納
税
・
納
付
相
談
を
実
施
し
ま
す

平
日
に
区
心
房
に
来
所
で
忝
な
い

方
の
た
め
に
、
休
E
の
区
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
の
休
ほ
納
税
・
納

付
相
談
を
実
施
k

臺
。
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
資
料
等
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
日
時
八
皆
M
日
㈲
、

午
前
l
時～
午
後
t
時
場
・
問
先

日
▽
区
役
所
・
中
央
館
L
階・
=納
税

課

▽
北
館
冫
階
・
:国
民
健
康
保
険

課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

募

集

足
立
区
職
員
(
心
理
・
栄
養
士
)
募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
鬟

萌

る
ぐ
元
気
な
人
材
岑
募
集
し
李
丁
。

□
心
理
　
対
象
日
昭
和
3
3年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
の
心
理

学
科
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

夭
学
院
で
の
み
心
理
を
専
攻
し
た
方

は
不
可
)

募
集
人
S
H
人

□
栄
養
士
　
対
象
日
昭
和
4
3年
4
月
2

日
以
降
に
生
袤
れ
た
方
で
、
管
理
栄
餐

十
の
免
許
豪
蕚
す
る
万

募
集
人
員
H

人

-

い
ず
れ
も
-

選
考
日
卜
1
月
2
5日

採
用
卜
原
則
と

し
て
1
0年
4
月
1
日
以
降

申
込
卜
所

定
の
選
考
申
込
書
I
疉
轟
蔘
吏
ほ

郵
送
(
簡
易
書
留
に
限
る
)

受
付
時

間
卜
午
前
9
時
～
午
後
i
時

王
・
日

曜
日
、
祝
日
を
啄
く
)

期
限
日
1
月
1
6

日

屑
印
有
効
)

申
・
問
先
卜
人

事
係

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

水
質
検
査
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
卜
1
0
年
4
月
か
ら
9
月
の
間
で
指

定
ず
る
日
(
智
椏
麑
)
時
間
卜
午

前
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
対
象

卜
大
学
で
化
学
か
薬
学
を
履
修
済
み

(在
学
中
可
)
の
方
、
袤
た
は
衛
生
検

査
技
師
の
資
格
夲
£
持
ち
の
方

窰
與
H

若
干
名

報
酬
日
日
額
1
千
6
5
0円　

遷
7

書
類
選
考
お
よ
7
回
接

申
込

卜
履
歴
書
郵
送

期
限
卜
1
月
1
0日

(消
印
有
効
)

場
・
申
・
問
先
日
環

境
課
調
査

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
5
1
3
(

中
央
本
町
保
健
相
談
所
内
)

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
7
1
n

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室
(
2
泊
3

日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年
生
)

・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年
生
)

の
引
率
指
導
補
助
員
夲
募
集
し
豕
す
。

対
象
H
教
員
免
許
取
得
者
お
よ
び
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
方
内
容
H
学
校
出

発
時
か
ら
倚
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指

導
補
助
謝
礼
卜
1
回
の
引
率
に
つ
き

3
万
1
千
円
(
税
込
・
9
年
度
実
績
)

申
込
日
電
話
※
後
日
、5
募
用
譽
`

送
付
し
ま
す
。
希
望
の
期
間
(
S
0年
i

月
か
ら
H
年
2
月
の
実
施
期
間
内
で
複

数
回
希
望
可
能
)
岑
調
整
し
て
棍

覆

を
決
定

期
限
H
3
月
1
0
E
申
・
問

先
卜
校
外
学
園
係

鋸南 自 然の 家

給
食
調
理
技
術
者
講
習
会

日
程
等
日
▽
1
月
2
7
日
脚
・
夫
量
調

理
の
コ
ツ
と
科
学
y
月
9
日
㈲

…
楽
し
い
栄
養
教
育
・
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー

マ
2
4

甘
㈹
・
=こ
れ
だ

け
は
知
っ
て
お
忝
た
い
・
薬
物
と
食

物
の
相
互
樛
用

※
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後

唱
芬
か
ら

場
所
卜
千

住
保
健
所

対
象
H
事
業
所
、
病
院
、

学
校
、
寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、
栄
養
士
、

調
理
師
、
そ
の
他
膕
壜
作
業
関
係
者
、

在
宅
栄
養
十
専

定
員
卜
6
0人
(
先

着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
=
電

話

期
限
卜
1
月
1
6
E
申
・
問
先

日
千
住
屡
聚
一

酋
(
3
B
B
8
)
4
2
7
7

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
戸
数
H
y
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
車

い
す
用
)
・
・
彑
尸
▽
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
(
単
身
者
)
・
・
・
U
尸
/
(
冫
入
用
)

・
・
・
2
戸
募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配

布
期
間
卜
1
月
1
6
E
～
2
3
日
(
土
・

日
眤
日
蚩

隊
く
)

申
込
用
紙
(

申

込
の
し
お
り
)
配
布
場
所
卜
住
宅
支

援
係
、
各
区
民
事
務
所

※
申
込
資

格
な
ど
く
わ
し
く
は
、
『申
込
の
し

お
り
』
竃

」覧
く
だ
さ
い

問
先
=

住
宅
支
援
係

合
(
3
8
8
0
)
5
1
1
-
L
㈹
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健

康

ぜ
ん
息
児
音
楽
療
法
(
腹
式
呼
吸
)
教
室

歌
い
な
が
ら
自
然
に
掌
兄
ら
れ
欒
y
。

日
時
=
l
鳳
叩
2
8
乱
官
(
3
日
制
)
、

午
後
1
時
A

時
3
0分

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
思
膏
汨

輦
中
で
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護

者

内
容
=
発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役

立
つ
腹
式
呼
吸
童
暴
を
通
し
て
身
に

つ
け
l
y

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
し
て
ぐ
だ
さ
い

講
師
=
福
田
義
子

氏
(
日
崟
暴
療
法
研
究
婆
暃
事
)

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
公
害
補
償

係

成
人
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
区
祁
ぷ
び
勤
務

先
等
で
同
種
の
燃
冢
受
け
た
方
は
除

空
手
{
。
申
し
込
み
は
、(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

希
望
斫
診
名

屑
化
器
J…
ん
検
診
は
検

診
日
・
受
診
場
所
を
第
1
希
望
ま
で
)

豈
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
先

へ
。
泌目
、
受
診
票
と
案
内
夲
お
送
り

し
ま
す
。

□
成
人
健
康
診
査
と
女
性
が
ん
検
診

▽
成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0歳
以
上
6
4

歳
(
昭
和
7
年
4
月
1
日
以
降
生
ま

れ
)
ま
で
の
区
民

内
容
=
血
液
、
尿
、

必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の
検
査
等
で
、

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糲
尿

病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
屁
等
に
つ
い
て

調
べ
求
y

y
女
性
が
ん
検
診

対
象
=
3
0歳
以
上

の
女
性
区
民

内
容
=
乳
が
ん
検
腓
と

子
宮
が
ん
検
診

-

い
ず
れ
も
-

日
時
等
=
受
診
羃
忝
受
け
取
っ
て
か
ら
I

ヵ
月
以
内
に
区
内
実
施
医
療
機
関
で

受
診

申
・
問
先
=
保
健
予
防
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
1

忖
-
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
消
化
器
が
ん
検
診

日
程
等
=
表
3
対
象
=
3
5
筬
以
上
の

区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
と

思
わ
れ
る
万
ほ
受
診
で
き
ま
せ
ん
内

容
=
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
な
盾
営

售
便
に
よ
ゑ
(
腸
が
ん
検
診
期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
消
印
有
効
。

受
診
`
逞
犲
は
前
月
末
日
(
2
月
の
場

合
、
1
月
程
翁
印
有
効
、
受
醫

逞

付
は
1
月
末
日
)

申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
診
療
放
射
線

〒
1
2
1
西
竹
の
塚
2
1

り一
-
8

一
】
(
3
B
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

表3　 消 化 器が ん 検診( X 線撮影と検便による検診)

※ 足 立 保 健 所 は 希 望 者 が 多く 、翌 月 にな る こと が あり ます 。な お 、中 央 本

町 保 健 相 談 所 は 回 数 が 多く 、希 望 日 に 受 診し や すくな って いま す

自
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

区
?
ほ
、
足
立
区
歯
科
医
師
会
の
協

力
を
得
て
、
「
在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科

診
芦
を
実
施
し
て
い
宋
す
。
対
象

=
区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上
で
、
腮
省

り
の
た
め
に
歯
科
診
?
原
吁
る
こ
と

が
困
難
な
、
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

(
病
院
に
か
か
つ
て
い
'
(芳

は
、
亊
前

に
歯
科
診
療
岑
受
け
て
よ
い
か
主
治
医

に
ご
確
認
ぐ
だ
さ
い
)

内
容
=

歯
科

医
師
の
訪
問
に
よ
る
歯
の
治
療
、
入
れ

歯
の
作
成
や
調
整
等
の
診
療
費
用
=

保
険
等
の
扱
い
に
よ
り
利
用
者
負
担
。

参
人
医
療
証
も
使
え
嫐
y
※
申
し
込

み
受
け
付
け
後
、
現
況
確
認
の
た
め
訪

問
し
ネ
す
の
で
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ

る
程
度
日
数
が
か
か
ひ
ま
す

申
・
問

先
=
保
健
予
防
係

成
人
健
康
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
保
健
所
、

保
健
相
談
所
で
健
康
教
室
鷽
灯
っ
て
い

ホ
y
。
健
診
蕾
彩
あ
な
た
の
健
康
づ

く
り
に
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

日
程

等
=
表
4

定
員
=
各
4
0人
(
先
着

順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

健
康
診
査
岑
受
け
て
い
な
い
方
で
も
申

し
込
み
を
鷽
け
付
け
ま
す

申
込
=
電

話

※
受
講
時
は
、
成
人
健
診
結
果
票

夲
お
持
ち
く
だ
さ
い

申
・
問
先
日
各

保
健
所
・
保
健
相
談
所

表4　 成 人 健康 教 室日 程

※ 時間はいずれも午後1時30分～3時30分

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

「
唾
液
の
パ
ワ
ー
」

最
近
、
囗
の
渇
き
が
気
に
な
り
ま
せ

ん
か
7・

か
む
ほ
ど
に
分
泌
衰
茗
唾

液
に
隠
さ
れ
た
効
用
を
、
歯
周
病
予
防

も
含
め
、楽
し
く
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

一
隼
目
分
の
歯
で
く
ら
し
た
い
方
の
た

め
の
教
室
で
y
。日
程
等
=
表
5

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
鴟
町

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

表5　 歯 周病 予防 教 室日 程

※ 時間はいずれも午後1時30分～3時30分/ 各回とも
グループワーク があります

1
月
の
献
血

日
時
=
8
日
團
・
9
日
麕
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
即
分

※
午
前
H
時
3
0分
I

午
後
O
時
3
0分
ま
で
を
啄
く

場
所
=

区
役
所

問
先
=
東
京
東
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

健康カレンダー 1 月 の予 定

上
総
湊
健
康
学
園

1
0年
度
入
園
説
明
会

1
0年
度
よ
蜃
厘

康
学
園
入
園
児

音
麥
募
集
し
て
い
ホ
歹
。
お
子
a
ん

の
健
康
回
復
、
増
進
を
考
え
て
い
る

保
護
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
月
1
7

日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=
小
学
校
2
年

生
か
ら
5
年
生
で
、
ぜ
ん
息
、
肥
満
、

偏
食
、
虚
弱
等
の
児
重
と
そ
の
保
護

者

内
容
H
健
康
学
園
の
教
師
、
保

母
が
、
学
園
牛
居
の
説
明
を
ビ
デ
オ

等
を
便
つ
て
行
い
ホ
歹

問
先
=
保

健
給
食
係

き
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2
月
3
1
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査

が
行
わ
れ
聿
y
。こ
の
調
査
は
工
業

の
実
能
蒭
萌
ら
か
に
す
る
こ
と
疂
日

的
と
し
、そ
の
結
果
は
国
の
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ホ
y
。調
査

の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
1
2月
中

旬
か
ら
1
月
中
旬
ま
で
に
調
杏
貝
が

伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
李
y
。対
象
=
従
業
者
が
丈

以
上
の
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
/

従
業
者
が
I
人
以
下
で
特
定
業
種
に

該
当
す
る
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所

問
先
非
`
計
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

対
象
=
高
校
生
以
上
期
間
=
2
月
1

日
L
a
月
3
1
日
(
土
・
日
・
祝
日
を
吸

く
)
申
込
=
履
歴
睾
を
送
付
申
・

問
先
=
足
立
税
務
署
〒
閇
一
千
住
旭
町

4
-
2
1
豐
(
3
8
7
0
)
日
9
1
1

西
新
井
税
務
署

〒
1
2
3栗原
1
1
1
0
1
1
6

豐
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
大
谷
田
更
生
館
(
身
体
障
害
者
授
産

施
設
)
入
所
者
募
集

対
象
=
身
体
障
害
者
手
啝
を
お
持
ち
の

女
性

募
集
人
員
―
芙
程
度

入
所

期
間
=
原
則
と
し
て
2
年
(
延
長
可
)

作
業
内
容
=
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
作

成
簡
易
作
業

※
申
に
詆
み
は
随
時
受

け
付
け
て
い
欒
歹

申
・
問
先
=
各
福

祉
亊
務
所
ま
た
は
都
・
大
谷
田
更
生
館

酋
(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□
検
察
審
査
会
施
行
5
0周
年

来
年
は
、検
察
審
套
渓
が
施
行
さ

れ
て
5
0
周
年
に
な
2
チ
。検
察
審
査

会
と
は
、交
通
亊
欹
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
て
、警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に

起
訴
さ
れ
な
か
っ
た
燮
尼
、そ
の
不

起
訴
の
処
分
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
を

審
戛
灸
と
こ
ろ
で
す
。検
察
審
査
会

は
、裁
判
所
の
中
に
あ
ひ
ま
す
。申
し

立
て
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
嫐
y
。

問
先
=
恵
E
第
丁

第
二
検
察
審
査
会

事
務
局
(
東
京
地
方
鑞
判
所
内
)

豐
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

㈹

◎ 講 演 会「閉 じ こ も り が ち な 若 者 へ の 接 し 方 」　会 社 や 学 校 に 行 か な い 、 何 もし な い で 家 に い る な ど の 若 者 が 増 え て い ま す 。 ど う 接 し た ら 良 い か 学 び まし ょ
う。　日時=1月12日( 月) 、午後1時30分～3時30分　講師=岩崎正人氏( 精神科医師) 　申込=電話　場・申・問先=足立保健所　　3855- 4155( 直通)
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冬
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
、
晩
秋

か
ら
初
冬
に
咲
く
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ユ
リ
、

菓
ボ
タ
ン
等
、
約
4
0点
を
晨
示
し
ホ
歹
。

日
時
=
1
2月
1
7日
團
、
午
後
廴
時
F
5

時
/
1
2月
1
8
R團
・
習
苗

、
午
前
9

時
～
午
後
m
j
t
場
所
=
区
忿
町
1
階

ア
ト
リ
ウ
ム

※
1
7日
、
午
後
L
時
か

ら
先
着
聊
人
に
切
ひ
花
を
配
布
し
ま
す

問
先
H農
産係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

学
び
た
い
!
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

【
放
送
大
学
1
0年
度
4
月
入
学
生
募
集
!
】

放
送
大
学
は
、
1
8
蔵
以
よ
冫
り
ど
な

た
で
も
入
学
試
験
な
し
に
入
学
で
き
、

人
生
の
ど
兀
な
時
期
に
で
も
、
ど
'
」
に

住
ん
で
い
て
も
学
べ
る
正
規
の
大
学
で

す
。
学
部
は
教
養
学
部
で
、
現
在
開
講

さ
れ
て
い
る
科
目
は
す
べ
て
テ
レ
ビ
　

(
U
H
F
)
・
ラ
ジ
オ
(
F
M
)
で
放

4
曹
れ
、
自
宅
で
大
学
の
学
習
岑
進
め

る
こ
と
が
で
章
豕
y
。

今
か
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い

、
新
し

い
教
養
を
身
に
つ
け
た
い

、
仕
事
に
役

立
つ
専
門
知
識
を
爬
め
た
い

、
そ
ん
な

方
々
の
入
誉

気
菰

籖
じ
て
い
ま
す

。

コ
ー
ス
=

▽
科
目
履
修
生
・・・
卜
孛
期
間

(
a
力
月
)
在
学
▽
選
科
履
修
生
…

1
年
間
在
学
▽
全
科
履
修
生
:
大
学

卒
業
を
喩
{
于
コ
ー
ス
(
高
校
卒
業
等

の
資
格
必
要
)
専
攻
=
①
生
活
'
』
福

祉
②
発
濯
と
教
育
③
社
会
と
経
済
④
産

業
と
技
術
9
人
間
の
探
究
⑤
自
然
の
理

解
受
付
期
限
=
1
0
年
2
月
1
5
日
(
募

集
要
項
配
布
中
。
区
内
公
社
各
旒
股
に

も
置
い
て
あ
n
汞
y
)
授
業
開
=

1
0年
4
月
1
日

問
先
=
放
4
天
学
東

京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学
習
館

内
)

〒
圀
柬
綾
瀬
1
-
5
-
1
7

酋
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

講
演

会

「
子
育
て
真
っ
最
中
の
あ
な
た
へ
」

育
児
が
ス
ト
レ
ス
に
な
つ
刄

子
ど

も
や
夫
に
イ
ラ
イ
ラ
を
ぶ
つ
け
て
し
ま

う
人
、
そ
の
本
当
の
原
因
が
何
か
を
考

え
て
み
ま
廿
刄
か
9
・
日
時
=
1
月
1
4

日
團
、
午
後
1
時
A

時
3
0分

講
師

=
木
村
武
人
氏
(
精
神
科
医
師
)

定

員
=
3
0人
(
先
譱
岨
)
S

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
相
談
所

゛
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
I
月
1
5
日
團
、午
後
1
時
3
0
分

受
付
開
始
、午
後
L
時
3
0
分
開
会
場
所

=
東
京
武
道
鰐
対
象
=
昭
和
5
2
年
4

月
2
日
～
i
r
>
3
年
4
月
I
R
生
ま
れ
の
方

※
案
内
状
持
参
の
冫
凡
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
自
動
車
で
の
来
場
は
お
断
p
‥
yま

す

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
開
設
1
0周
年
記
念

「
地
域
を
結
ぶ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

日
時
=
1
月
3
1日
出
・
2
月
1
日
㈲
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
1
午
後
1
時

内

容
=
水
墨
画
・
書
道
等
の
展
示
/
詩
吟

・
ダ
ン
ス
等
の
発
表
/
茶
道
・
料
理
等

の
実
習
/
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
等
の
坏
験

鳩
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 9年12月1日現在) 　
世 帯　268, 010
人 口　636, 050 人

男　322, 219 人女　313, 831 人

青 年 セ ン タ ー の 催 し
□ 愛々 祭( ラ ブ ラブ ・フ ェ スタ)
「生 ・性 そし て エ イズ を 考え る」

を テ ーマ に 、 今年も ゲ スト を招 い
て 、 みん なで “ ワ イワ イト ー グ

を行います。性の常識のウソ・ホ
こ卜や、出庫・避妊など、専門家
を招いて髦鹵i します。日時=12
月20日出、午後2時～4時講嶇
= 釘村 千夜 子 氏( 助 産 婦)

□ 青年講座「アニマル・セラピー～

動物のぬくもりが心を癒す～」

人( ひCヽやからだの癒しに、、i &11。I

たちカi 素晴らしい効果をあSf てい

ます。様々なアニマルセラピーを

紹介し、人と。との醴係を考え

ます。※ セラピー・・・瘠映日時

=12月21日( 日) 、゛Ft 髪21哮～41埒

調 師= 矢 沢 知 枝 氏( づ鴇 な犬 協 会 ト

レ ー ナ ー)

-い ず れ も-

費 用= 無 料 場 ・ 申 一問 先= 寅 年

セ ン タ ーS3890- 0061

アト リ ウム・
クリ スマスコン サート

吊 寸 区 こ=r F桙囑 屏¥カg 役 所1 階 で

ア ト リ ウ ム コ ン サ ー ト を 毎 月Rs 廝

し ま す 。 第1 回 目 は 、 ク リ ス マ ス

にyi l iヲヽ M, jに あ わ せ た 曲 を 琴 の 音 色 で
お 聴 力yせし ま す 。 日 時=12 月19
日e劭、( D 午 毫麦O 時GO 分( X) 午 後5

時15 分( 各30 分) 曲 目= ビ バ ル

デ ィ 「四 季 」/ ク リ ス マ ス ソ ン グ

メ ド レ ー 問 先= 文 化 振 興 係

03880- 5111 ㈹

東 京 足 立 少 年 少 女 合 唱 団

第26回
クリスマス・

チ ャリ ティ ー・コン サ ート

ク リ スマ ス ム ード たっ ぷり の曲
を お 届け し ま す。 ど うぞ ご 家族 ご

ご 鑑l賞 くだ さい 。 日時=12 月23
日Q恥、午 毫麦6E暝30分5纜寅i 昜所=

ギ ャラク シ テ ィ ・白 散井 文イ匕ホ ー
ル 費用= 無 料 ※ 満員 の際 は 入

場 を お断 り す る場 合が あり ます
曲 目= も ろ び とこ ぞり て/ 合唱 組
曲 「マリ ち ゃ んの 歩い た 夢」 ほか
問 先= 事 務 局 ・薬 師 神
113852- 3232c33)
また は文 化1辰興 係
03880- 5111' ㈹

お楽しみください 1 月の区内各種展示
こ ども 科 学館 イベ ント ホ ール

t >13日～20日… 中学生環境保全ポ
スター展t >23日～29日… 中学校
連 合 書き 初 め展

西新井区民ギャラリー

E>17・18日 … 第1r恥 又 少年 団 休陷
塰 全 言き 初 め展 し>24・25日 … 創
作迴晨 嶌朷 日 と愚t ! r日は 、 搬 入
出 作 某の ためa ぷ 時 問 は未 定。 当
日お 問 い 合む せく だ さい

プチテラス・野外ギャラリー

□ 千住 宿 歴 史プ チテ ラ ス( 千住 河
原HT21- 11) し 毎 週十・日 曜 日( 3
日 を除 く) … や っち ゃぱ の風 俗 展

□ 綾瀬野外ギャラリー( 綾瀬3-
1) 仁>1日～31日… 油絵展

□ 千住壁画の道ギャラリー( 千住
旭町42) >1日～16日… 各餔嘔助ヽ

1; " ・- - ' ミm- ● 7‾　入湯無料。展示を希望する1　　　

はお1司い合t 冫せくださ1, 丶。

F岡先=C>こども科学館イペ` F

ト ホ ー ル … ギ ャ ラ ク シ テ ィぷ
242- 8161

1>。 。l 冊! a 禹 孑 ヤ ラ リ ー( 西K

井 択 柬 ロ サ テ ィ4 階 、4

1休 館3113852 ―3251

1C>ブ チ テ ラ ス ・ 野 外 ギ ャ ラ リ

… ま ち づ く り 公 社

口 蔀

回

-。- LQ- 皿|- a 皿6 ふ

新春千寿七福神めぐり

ウオークラリー参加者募集
歩くことは偏1康づくりの第一歩

です。ご家族・仲間同士でご参加
ください。日時=1月4日( 日) 、
午前9蹈吩～10附吩受付( 随
時出 発) ※ 荒天 中 止 集 合場 所=

丁寿 」ヽ学 校 対彖=at 。 エ屁 ・

在 動 の 方 費 用=1 人100 円 申
込=5 人 程度 のグ ル ープ で 、当 日
直接接 合場 所 へ 問先= 体 育振 興mB3880- 5111

㈹

l 2 月22日
子供と高 齢者の 皆さん へ
区内 の銭湯を無 料 開放
ゆずの 香りのお風呂 が待 ってます

12 月22 日(月) 1ま

冬 至 で ゆ ず 湯 の

日 で ず 。子{ 共( 12

歳 諺r とi 囑齟s
者 収 覦 以 上)

の 区 民 は 無 料 で

区 内 の 銭 湯 に 入

浴でき ま す。当 日 、フロ ント( 番台)
で年 齢を 告げ るだ けで 利 用で き ま

す。 問 先= 衛 生指 導 係
03880- 511W り

郷 土 博 物 館 の 催 し
□ 映 画 会

第2 土 曜 日 の 無 料 公 間 日 に 閲 催1

し ま す 。 日 時=1 月10 日 出 、 午

前11 時 内 容= 「伊 勢 の 神 宮 」60

分) ・‥↑ 9,と5ご 行 わ れ る 一 年 の 祭/ 　

「伊 豆 大 島 の 正 月 祭 」( 29 分) …

島 に 伝 わ る 古 風 な 正 月 祭 り の 全 容

□ 初 釜( は つ が ま) の 会

日 程=1 月11 日(日) 内 容=C> 初 釜

( xx1・・・小林鮨科社中によるお点前　

( 午前1( l 曜30分～午後3時) c>齧　
曲 … 足 立 謡 曲 淬 盟( 午 前11畤30 分 、
午 後1 時Go 分) じ>嘉 土芸能 監 貴会　
… 葛西 ぱ やし 佐 野 保 存 会( 午 前　11

時、 午 後1 時)
-いず れも-

費 用 無 料 場 ・申 ・問先 榲 十|
専mm, B3620- 9393

男 性 改 造 講 座 「男っ て 一 体 何? 」
～仕事・家庭・勉強… 追われている男性へ～
日 ご ろ 、 自 分 を 見 つ め る

時 間 の なt , 丶、 ま た 自 分 を 見

つ め て み た い と 思 っ て い る

男 性 へ 。 自 分 自 身 を 振 り 返
る 時 間 を 持 ち 、「男 っ て 何 」

と い う こ と を 考 え て み ま せ
ん か 。“ 男 ら し ざ の 枠 を

尨lえ て 本 当 の 自 分 に 川 会 え

る カヽ も 。 日0 こご刄= 右13表

知 象= 男 性30 人 、 女 性10 人

(抽 選) 費 用= 無 料 申

込= 汪i k ハ ガ キ に 住 所 、 氏

名( フ リ ガ ナ) 、 年 齢 、 電

話 番 号 、 希 望 理 由 、「男 性

改 造 講 座 」 と 明 記 ※ 2 歳
以 上 学 齢 前 の お 子 さ ん の 保

育 を し ま す 。 ご 希 望 の 方 は

お 子 さ ん の 氏 名 、 性 別 、 生

年 月 日 も 明 記 期 限=12 月25
日 必着 場 ・ 申 ・ 問 先=

女 性 総 合 セ ン タ ー 〒123

梅 田7 ―33 ―1
t 388( 卜5222

※ いずれも時間は午後6時45分～8時45分　

ロールプレ イ… 役割 演技

◎「あだち広 報」は再生 紙を 使用し ていま す F. Hi . O.  240, 000


